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研究成果の概要 

本年度は研究室セットアップが順調に進み、研究を再開した。内容として、ゼブラフィッシュ飼育環

境や必須実験機器を整備・稼働し、また新たに助教１名、博士研究員１名、学部学生４名、研究補助員

１名が参画した。イメージング設備を整えているため、クロスアポイントメント先である前所属（国立

循環器病研究センター研究所）や、共同研究利用申請先（基礎生物学研究所）にて実験を行い、データ

の取得ができている。力を定量化する精度の向上にむけ、磁気ピンセット法の磁性体、磁気プローブ、

そ し て マ ニ ピ ュ レ ー タ ー の 改 良 検 討 が す す ん で い る 。 ま た Ca2+ 応 答 感 度 を 高 め る た め に

Tg(fli1a:jsGCaMP8s)を樹立したが、反応感度の増加によりバックグラウンドが高くなり、本解析系に

適正な応答閾値を検討すべきことがわかった。血流パラメータの定量には高速イメージングが必須で

ある。現在、目的とするデータ取得の機会が限られることから大きな進展はないが、次年次、ライトシ

ート顕微鏡を設置する協議がすすんでおり、今後は研究進展できると考える。また、実験結果である血

行特性に依存した Ca2+流入データに立脚し、血行力学からの熱エネルギー変換が生体応答を誘導する

新たな仮説を立てた。赤外光レーザー照射により熱刺激を行った結果、心管腔にて Ca2+流入が観察さ

れた。並行して温度定量を可能とする蛍光センサー系統の樹立が完了したので、次年次、血行流動と温

度変化の関係について検証する。前年度より作製していた近接タンパク質標識系統（TurboID, UltraID）

の樹立が完了しており、目的系統との交配がすすんでいる。本系統を活用するスクリーニングに先がけ

て、公開 single cell RNAseq データ（danioheartatlas）を基に、心内膜に発現して力学刺激、熱刺激

ともに感知することが知られる因子に着目した検討を開始した。現在、阻害剤検討と変異体作製を行っ

ている。 
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